
クローズアップ豊岡

従妹の弟の誘いをきっかけに来日
　従姉がすでに日本で生活をしていました。そ
の従姉の弟から「姉がいるから一緒に日本に行か
ない？」と誘われましたが、急に日本に行くと言
われても準備があるので、その時は断りました。
しかし、その後、ビザ申請をして2015年に来日
しました。
　神奈川県にある日本語学校で勉強し、18年に
卒業しました。卒業後は日本で働こうと思って
いたので、従姉が紹介してくれた京都の「貴船茶
屋」で働きました。夏季限定だったため次の就職
先を探し、城崎温泉旅館で働くことになりまし
た。
日本ではだれもがルールを守る
　日本ではだれもがどんな時でもどんな場所で
もルールを守ります。時間、交通ルール、電車
を待つ時もきちんと並んでいます。新型コロナ
ウイルス感染症の拡大防止対策のためかもしれ
ませんが、乗車中もとても静かですし、ソーシ
ャルディスタンスで座るように自然になってい
ると感じます。
入浴に関する習慣の違いに戸惑い
　昨夏、ネパールへ家族で帰りました。子ども
の入浴の時のことです。日本では子どもを毎日
お風呂に入れていましたが、ネパールではそう
しなくてもよいと言われ、戸惑いました。ネパ

ールでは赤ちゃんは寒がりだと思われているか
らです。
　また、親子が一緒に入浴することも驚きまし
た。ネパールでは親子であっても一緒に入りま
せん。もう一つ驚いたことは、他人同士でも一
緒に入浴することで、とても勇気のいることで
した。入浴場の前まで行き、Ｕターンすること
もありました。でも、ある日、勇気を振り絞り、
仕事の後、温泉に入りました。とても気持ちが
よく、リラックスできました。
子どものために家ではネパール語？　日本語？
　私には２歳になる子どもがいます。保育園に
行くようになり、日本語の中で生活をしていま
す。夫もネパール出身のため、家ではネパール
語で話します。子どもが保育園で日本語を聞い
ているので、家でも日本語を話した方がいいの
かなと思ったりしていま
す。
［にほんご豊岡あいうえ
おから］昨今の研究では、
母親（父親）の愛情が一番
表現できる言葉で子育て
するのが良いと言われて
います。
（インタビュー：ＮＰＯ法人
にほんご豊岡あいうえお）

vol４　マンディラ・サプコタさん（ネパール出身）

多様な人々と共に生きよう
〜多様性を受入れ、支えあうまちに〜

　外国人市民が増えています。このまちの一員とし
て共に暮らし、地域を活性化していく市民としてお
互いの文化を認めあい理解を深めるため、外国人市
民の皆さんの豊岡での暮しなどを紹介します。

《問合せ》政策調整課☎21-9022

▲子どもの１歳の誕生日
のお祝い

エコな　
ええこと
やってみよう！

第12回

「脱炭素」って何？

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、

身
近
な
環
境
問
題
と
家
庭
で
で
き

る
エ
コ
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
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最
近
よ
く
耳
に
す
る「
脱だ
つ

炭た
ん

素そ

」。

炭
素
と
は
、
地
中
内
に
あ
る
よ
く

燃
え
る
素
材
、
つ
ま
り
石
油
や
石

炭
な
ど
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
ら
を

活
用
し
て
き
た
こ
と
で
経
済
が
発

展
し
、
恵
ま
れ
た
便
利
な
暮
ら
し

が
成
り
立
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
石
油
や
石
炭
を
燃
や
す
際
に

発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
が
、
地
球

温
暖
化
や
災
害
に
つ
な
が
る
気
候

変
動
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
実
を
深
刻
に
と
ら
え
、
炭

素
を
使
わ
な
い
暮
ら
し
方
を
世
界

全
体
で
考
え
実
行
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
、
と
い
う
考
え
方
が「
脱
炭

素
」で
す
。

　

脱
炭
素
は
国
や
企
業
が
大
規
模

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
分
た
ち

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
、
と
い
う
印
象
で
す

が
、
実
は
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
は
と
て
も
多
く
、
一
人
一

人
が
暮
ら
し
方
に
気
を
付
け
れ
ば

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
大
幅
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

二
酸
化
炭
素
だ
け
で
な
く
生
活
に

か
か
る
費
用
も
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
エ
ア
コ
ン
は
部
屋
を

出
る
よ
り
早
め
に
切
る
。
天
井
に

溜
ま
る
暖
か
い
空
気
は
扇
風
機
で

落
と
す
。
お
風
呂
に
は
続
け
て
入

る
。
移
動
す
る
際
は
公
共
交
通
機

関
を
利
用
す
る
。
車
を
使
う
の
な

ら
相
乗
り
し
た
り
、
道
路
が
空
い

て
い
る
時
間
に
通
勤
す
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
減
ら
し

て
、
お
金
に
も
地
球
に
も
や
さ
し

い
暮
ら
し
方
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
文　

Ｎ
Ｐ
О
法
人　

暮
ら
し
の

エ
コ
を
す
す
め
る
但
馬
の
会
）
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「
今
入
院
中
だ
け
ど
退
院
し
た
後
の
生
活
が
心
配
」「
最
近
足
腰
が
弱
っ
て
き
た
」「
お
金
の
管
理
や
契
約
に

不
安
が
あ
る
」「
介
護
保
険
を
利
用
し
た
い
」な
ど
、
高
齢
者
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
生
活
上
の
困
り
ご

と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
電
話
や
窓
口
だ
け
で
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
職
員
が
自
宅
を
訪
問
し
、
困
り
ご
と
の
解
決
に
向

け
て
適
切
な
機
関
の
紹
介
や
、
必
要
な
情
報
等
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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▼
業
務
内
容

○
総
合
相
談
支
援

　

�

介
護
、
福
祉
、
健
康
、
医
療
な

ど
に
関
す
る
こ
と
や
、
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
場
合
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

�

介
護
保
険
認
定
で「
要
支
援
」と

認
定
さ
れ
た
方
や
、
近
い
将
来

に
介
護
が
必
要
と
な
る
可
能
性

の
高
い
方
が
自
立
し
た
生
活
を

少
し
で
も
長
く
送
れ
る
よ
う
に
、

介
護
予
防
事
業
等
の
利
用
を
支

援
し
ま
す
。

○
権
利
擁
護

　

�

高
齢
者
虐
待
や
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
の
早
期
発
見
や
解
決
に
向
け

て
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
判
断

能
力
が
低
下
し
た
高
齢
者
が
不

利
益
を
被
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
成
年
後
見
制
度
等
の
紹
介

も
行
い
ま
す
。

○�

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
支
援

　
�

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
介
護
支
援
専
門

員（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）や
医
療

機
関
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
と
と

も
に
、
介
護
支
援
専
門
員
へ
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

○
認
知
症
相
談
セ
ン
タ
ー

　

�

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
病
気
で
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■相談窓口（居住地域の地域包括支援センターに相談してください）
相談窓口 担当地域 住所 電話

豊岡地域包括支援センター 豊岡 立野町12-12 24-2409
城崎・竹野地域包括支援センター 城崎・港地区 城崎町湯島625-9 32-4599
城崎・竹野地域包括支援センター（竹野分室） 竹野 竹野町須谷1478 47-1425
日高地域包括支援センター 日高 日高町祢布891-2 42-0158
出石・但東地域包括支援センター 出石 出石町福住1302 52-7015
出石・但東地域包括支援センター（但東分室） 但東 但東町出合433-1 54-0515

　障害者基幹相談支援センターおよび障害者虐待防止センタ
ー業務は、2014年４月から豊岡市社会福祉協議会へ委託してい
ましたが、４月から市の社会福祉課が直接運営することにな
りました。
　なお、豊岡市社会福祉協議会において、障害者（児）の相談
支援業務は継続されますので、これまでどおり利用できます。
ただし、障害者虐待に関する相談・通報は、社会福祉課に連
絡してください。

　《問合せ》社会福祉課☎24-7033

４月から市の直営に

障害者基幹相談支援
センター

障害者虐待防止センター
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